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I. はじめに

北海道オホーツク海沿岸の網走湖の古環境の変遷については,湊 (1950)をはじ

めとする当時としては非常に先駆的な研究がある.しかし,それを修正した大島

(1971)以降の研究の進展は,大矢 ･平井 (1984)による旧湖水準の推定など断片

的なものに留まっている.網走湖の上流側に位置する網走川下流低地については,≡

谷ほか (1966)や海津 (1983･1984)によって沖積層の層序 ･層相の概要は明ら

かにされたが , 14C年代値は報告されておらず,低地の地形発達についても明らかに

されていない.また,オホ一一ツク海沿岸は地殻変動が穏やかなうえ潮汐差が小さいこ

とでも知 られており,海水準変動,気候変化,土砂供給の変化など低地の形成環境に

関わる諸要因を考察するのに都合が良い.

そこで,本稿では網走川下流低地の地形発達を考察する前段階として,低地の堆積

構造を整理するとともにその14C年代億を報告する.

tl.調査地域の概要と研究方法

網走川は,その源を阿寒山系の阿幌岳 (標高978m)に発する流路延長115km,流

域面積1,380km2の一級河川である (北海道開発局網走開発建設部,1994).上流の

津別町本岐付近でケミチヤップ川,チミケップ川などの支流と合流 し,津別町市街地

南方で津別川 と合流,谷底平野を流れながら美幌市街地の北方で美幌川と合流したあ

と,研究対象 とする網走川下流低地のほぼ中央を北流 して網走湖に注 ぐ.

網走湖は,長さ12km,最大幅4km,最大水深16.8m,水面標高+0.6mの汽水湖で

ある (田中,1992).網走湖からの流出口は湖の北東端の大曲にあり,網走川は北

側の丘陵と南側の丘陵との間を狭い谷底平野を形成しながら東流する.湖の流出口か

ら約7kmで網走市街地を経てオホーツク海に注ぐ.

本稿では網走川の流域のうち,沖積層が厚く発達する範囲を考慮 して,美幌市街地

の北方で美幌川と合流する付近から網走湖に注 ぐまでを網走川下流低地と呼び,研究

対象地域 とする.

研究の方法としては,低地の堆債構造を把握するために,既存のポーリング資料の

収集と,ハンドオーガーによるポーリング調査 を行った.その際,層相の変化に注意

して沖積層の各層や表層地質を記載し,堆聴環境の推定を行った.

また,堆積物中に含まれる有機物に対 して,名古屋大学年代測定試料研究センター
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のタンデ トロン加速器質量分析計を用いて,14C 年代値を測定した.

また,網走湖の沿岸には,大矢 ･平井 (1984)によると約6,000-4,000年前の高

位海水準期に形成された湖岸段丘 Ⅰ面が分布する.この段丘面構成層の泥炭層基底

の年代を測定することにより,湖岸段丘 Ⅰ面の離水時期,換言すれば完新世におけ

る最高海水準直後の車代が決定できると考えた.よって,研究対象としている網走川

下流低地から北に外れるが,湖岸段丘 Ⅰ面においても,まず表層地質を明らかにし,

14C年代を測定 した.

川 .網走川下流低地における沖積層の堆積構造

筆者が収集 したボーリング資料 (図1)をもとに,本地域における沖積層の概略に

ついて整理する.網走川下流低地を構成する沖積層を,海津 (1983)は,下位から

順に砂裸層,砂 (泥炭)層,厚いシルト･粘土層,砂層,泥炭層,表土に区分してい

る.本研究でも,基本的に海津 (1983)の区分に従い,図2-図5の地質断面図よ

り,下位から順に基底裸層 (以下BGとする),下部砂層 (同じくLS),中部泥層

(MM),上部砂層 (Us),頂部泥炭/粘土層 (TP/TM) と区分する.

LSは,BGの上位に標高-30--20mより層厚 1-6mの間で堆積する.シル トを

含むことが多い細砂からシル ト質砂によって構成され,N値は4-36を示す.植物

片を含むことがあり,場所によって径3-10mmの細裸や軽石粒,木片を含むことも

ある.

MMは,LSの上位に層厚10-25mの問で堆積する.均質な部分が多いシル ト～粘
土から構成されてN値は全体的には0-3を示 し,細砂の薄層を挟む部分ではN-8

を示すことがある.月殻片や植物片が混 じることがある.

Usは,MMの上位に層厚2-5mの間で堆積する.細砂から成り,しばしばシル ト
を含む.N値は2-12を示す.植物片が混 じることがある.

TP/TMは,Usの上位に層厚 1-5mの間で堆積する.左岸でシルトから粘土また

は泥炭混じりのシル トから粘土,右岸で泥炭という層相を示 し,N値は0-2となる.

以上は,収集したボーリング資料から沖積層全体の堆積構造の概略を述べた.

次に,ハンドオーガーを用いて筆者自らが掘削調査を行い,明らかとなった沖積層

最上部の地質を概観する.海津 (1984)は低地においてハンドオーガーを用いて3

地点でポーリングを行った結果,大局的にはいずれも最下部にみられる砂質堆積物の

堆積後,粘土層が堆積 し,最上部に顕著な泥炭層が形成されるという共通性を見出す

ことができる,としている.また,この最下部の砂質堆積物は,沖積層のうち泥炭層

の直下に発達する砂層に対比され,砂質堆積物より上の堆積物は泥炭層に分類された

部分にあたる,と述べている.

掘削調査は低地全域の多数の地点で実施したが,図6に15線,18線,20線につい

て表層地質を示 した.いずれの地点も表層から表土,泥炭,粘土またはシル ト,砂 と

いう層序が観察された.

また,湖岸段丘 Ⅰ面上でのポーリング地点は,網走湖の南東岸,山下岬付近の湖
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図 1 ボーリング地点位置図

Figure1. Abashiririverlowlandwithboringsites
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図2 12線沿いの地質断面図
Figure2･ Geologicalcrosssection(12-senroad】andradiocarbonages

- 1 4 2-



図 3 14線沿いの地質断面図

Figure31 GeologicaJcrosssection(14-senroad)andradiocarbonages
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図 4 19線沿いの地質断面図
Figure4. GeoJogica)crosssection(19-senroad)andradiocarbonages
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図5 低地縦断方向の地質断面図

Figure5. GeologlCafverticalsectionandradiocarbonages
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岸段丘 Ⅰ面上のCYl地点 (図1)である.この地点でハンドオーガーを用いて深度

2.86mまで堆積物を採取 した (図6).泥炭層最下部の深度1.06m (標高0.04-1.44

mの間)から一部を採取して14C年代測定を行った.その結果,5080±310BP

(NUTA-3997)という年代値が得 られた.したがって,約5,100年前の湖水準は

0.04-1.44mの間付近にあったと考えられる.このことは,前田ほか (1994)によ

る,大曲における完新世の最高海水準に関する情報とほぼ一致する.

lV.14C年代値にもとづ く沖積層の堆積年代

本研究および従来の研究から網走湖および網走川下流低地で既に得 られている14C

年代値を,表 1に整理 した.これにもとづいて,地点毎に完新世における堆積環境の

変遷を述べる.

12線では,LCB2地点でLSの下限に相当する標高-31.15mの木片の14C年代値が

8850±110BPを示す.このことか ら,約8,900年前以降にLSの堆積が始まったと考

えられる.MMでは,LCBl地点の標高-18.47mの月殻の14C年代が6830±50BP

(NUTA-3745),MMの上限に近い標高-6.52mでの月殻が3120±140BP

(NUTA-3743)を示す注1..LSからMM-の堆積の変化は8,000-7,000年前におこ

ったと推測される.そして,MMの堆積は3,000年まで続いた.

14線では,TP/TMは,約1km上流の15線右岸で,泥炭層下限の14C年代が2930±

210BPであることから,14線でも約2,900年前以降に堆積を開始 したしたと考えられ

る.淡水湿地すなわち陸域となったのは,約2,900年前と考えられる.

15線では,沖積層深部について堆積年代を示す資料を得ていないが,15-R39/W2

地点において,TP/TM下限の深度1.66m (標高0.08m)から泥炭の一部を採取 して

14C年代測定を行った.その結果,2930±210BP (NUTA-3996)という年代値が得

られた.このことから,15線では約2,900年前以降,TP/TMが堆積するような泥炭

地となったと考えられる.

18線においても,15線と同様に沖積層深部の資料は不足 しているが,18-R39/W2

地点において,TP/TM下限の深度3.87m (標高-0.34m)から泥炭の一部を採取 し

で4C年代測定を行った.その結果,3020±250 (NUTA-3994)という年代値が得

られた.このことから,18線では約3,000年前以降,TP/TMが堆積するような泥炭

地となったと考えられる.

19線では,MMの下限に相当する19HB2地点の標高-14.21mで植物片の14C年代が

7280±120BP(NUTA-4932)を示す.このことから,MMは約7,300年前以降に堆

積を開始 したと考えられる.USの下限に相当する19HB4地点の標高-3.59mの植物

片の14C年代が5240±90BPを示す.このことから,Usは約5,000年前以降に堆積を

開始したと考えられる.TP/TMの堆積年代については,約1kn上流の20線右岸で,

泥炭層下限の14C年代が3720±140BPを示す.また,約1kn下流の18線右岸で,泥炭

注Ⅰ標高-16.47mの貝殻が3460士110BP(NUTA-3744)を示すが,これは層位や上下の年代億と調和

的ではないために,本稿では考察の対象から外す.
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図6 納走川下流低地および捕走湖岸における表層地質

Figure6. ColumnarsectionsoftheAbashiririverlowland

表 1 網走湖 ･網走川下流低地で得 られている14C年代値
Table1. 14C datesofthesedimentsintheAbashiririverlowland

位置 地点名 測定番号 試料 標高(m

臣ヨ 泥炭
匡ヨ 雑物片混じり粘土
∈] 粘土
巨ヨ 稚物片混じりシル ト
∈ヨ シルト
匹】 稚物片混じり砂
[∃ 砂
巨] 粘土質
[ヨ シルト貫
⊂コ…
図 -
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層下限の14C年代が3020±250BPであることか ら,この地域のTP/TMは3,700-

3,000BPの間に堆積を開始したと考えられる.

20線では,20-R39/W2地点において,泥炭層下限の深度3.30m (標高1.25m)か

ら一部を採取 して14C年代測定を行った.その結果,3720±140BP(NUTA-3518)

という年代値が得られた.このことから,20線では約3,700年前以降,TP/TMが堆

積するような泥炭地 となったと考えられる.

ボーリング資料か ら,22線でもMMの堆積が認められた.これは完新世における湖

水準 ･海水準の高頂期 に堆積 した ものと考えられる.また,湖岸段丘 Ⅰ面上のCYl地

点における泥炭層下限の14C年代 より,網走湖の湖水準が最高位に達 したのは約

5,000年前と考えられる. したがって,約5,000年前には湖水域が22線まで達 してい

たと推定できる.

以上が,網走川下流低地の沖積層の堆積年代であるが,完新世の最高海水準につい

ては,湖岸段丘 Ⅰ面から得 られた14C年代が重要な資料 となる.

V.あわ りに
網走川下流低地の堆積構造およびその堆積年代 を明 らかにするために,ポーリング

資料を整理 し,堆積物の14C年代 を測定 した.本稿で報告した結果に,堆積物の微化

石分析結果などを併せて考慮 し,低地の地形発達および古環境の変遷を明 らかにする

ことが可能であると考える.
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HoloceneDeposits豆nAbashiriRiverLowland,
NortheasternHokkaido

SeijiATAGO

Graduatestudent,DepartmentofGeography,SchoolofLetters,NagoyaUniversity

tel:+8二卜52-789-2236

fax:+81-521789-2272

Abstract

Thepurposeofthispaperistorecognizethesedimentalstructureofthe

HolocenedepositsinAbashiririverlowland.

Theauthorobtainedsomemachineboringcoresandseveraldrilledsamplesfrom

thesurfacetousethem fortheAMSdating.

Holocenedepositsareclassifiedintofivepartsasthebasialgravel(BG),lower

sand(LS),middlemud(MM),uppersand(US)andthetoppeat/mud(TP/TM).

The14cdatefromthebottom ofthepeatlayerofthelacustrineterraceIisca･

5080±310B.P.andthealtitudeofitisbetween+0.04-1.44m.Thissuggeststhat

theculmilationofthepostglacialtransgressionofthisareamightbeca5,000B.P.
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